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生
活
保
護

基
準
引
き
下
げ
は
違
憲

大
阪
地
裁
で
画
期
的
判
決

た
生
活
保
護
基
準
引
下
げ

を
問
題
と
し
て
、
厚
生
労

働
大
臣
の
裁
量
逸
脱
を
認

め
、
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

利
を
具
体
的
に
保
障
す
る

歴
史
的
な
勝
訴
判
決
で
す
。

生
活
保
護
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
る
中

で
の
判
決

生
活
保
護
基
準
は
、
他

の
諸
制
度
や
諸
施
策
と
法

律
上
及
び
事
実
上
連
動

し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム
と
し
て
市
民
生
活
全
般

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
特
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
影
響
が
長

期
化
し
、
菅
首
相
が
国
会

で
「
最
後
は
生
活
保
護
が

あ
る
」
と
答
弁
す
る
な
ど

生
活
保
護
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、

こ
の
よ
う
な
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
た
こ
と
の
大
き
な

意
義
が
あ
り
ま
す

�

（
自
治
労
連 

懸
谷
）

福
岡
地
裁
判
決
日
！ 

５
／
１２（
水
）１4
時 

福
岡
地
裁
大
法
廷 

ぜ
ひ
ご
参
加
を
‼

告
が
５
月
１２
日
の
判
決
を

待
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
で

の
勝
利
判
決
は
、
昨
年
６

月
の
名
古
屋
地
裁
に
お
け

る
不
当
判
決
を
克
服
し

た
、初
の
勝
訴
判
決
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
の
裁

量
逸
脱
を
認
め
る

国
家
賠
償
請
求
は
認
め

な
か
っ
た
が
、
原
告
ら
の

厳
し
い
生
活
実
態
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
国
が
行
っ

２
月
２２
日
、
生
活
保
護

基
準
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟

の
大
阪
地
裁
で
の
判
決
が

あ
り
、
原
告
ら
の
国
家
賠

償
請
求
は
棄
却
し
た
も
の

の
、
各
処
分
を
違
法
で
あ

る
と
し
て
取
り
消
す
と
い

う
、
画
期
的
な
判
決
を
言

い
渡
し
ま
し
た
。
現
在
２９

の
都
道
府
県
で
１
０
０
０

人
を
超
え
る
原
告
が
闘
っ

て
お
り
、
こ
の
福
岡
県
で

も
１
０
０
人
を
超
え
る
原

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ

オ
ン
は
、
２１
春
闘
の
賃
上

げ
要
請
に
対
し
て
誠
実
な

回
答
を
行
わ
な
い
会
社
に

対
す
る
抗
議
を
込
め
て
、

３
月
１９
日
に
全
国
一
斉
ス

ト
ラ
イ
キ
を
行
い
ま
し

た
。
福
岡
中
央
郵
便
局
前

に
は
、
ス
ト
支
援
の
た
め

に
団
体
が
集
ま
り
、
２８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
郵
政
は
、
こ
れ
ま

で
５
年
間
ベ
ア
ゼ
ロ
回
答

を
続
け
、
１
兆
円
の
内
部

留
保
を
積
み
増
し
し
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
働
く

人
の
同
一
労
働
同
一
賃
金

が
守
ら
れ
て
な
い
こ
と
の

違
法
性
を
最
高
裁
判
所
が

断
罪
し
て
い
ま
す
。
日
本

郵
政
は
、
現
場
労
働
者
の

要
求
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
労
働
条
件
の
改
善
を

行
い
、
社
会
的
責
任
を
果

た
す
べ
き
で
す
。

２
０
２
１
年
３
月
１４

日
、
福
岡
市
博
多
区
冷
泉

公
園
に
約
１
０
０
０
人
の

参
加
者
が
あ
つ
ま
り
、「
３

・
１４
福
岡
県
総
が
か
り
集

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、平
和
、脱
原
発
、

環
境
、
人
権
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
な
ど
多
様
な
市
民
団
体

か
ら
の
参
加
と
発
言
。
全

労
連
、
連
合
と
潮
流
が
異

な
る
労
働
組
合
か
ら
の
参

加
。そ
し
て
政
党
か
ら
は
、

立
憲
民
主
党
・
日
本
共
産

党
・
社
会
民
主
党
、
れ
い

わ
新
選
組
、
ふ
く
お
か
緑

の
党
が
参
加
し
、
今
後
の

野
党
共
闘
が
福
岡
で
も
さ

ら
に
発
展
す
る
予
感
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

自
民
公
明
の
悪
政
を
代
え
る
た
め
に
、
市
民
と
野
党

の
共
闘
を
進
め
て
い
ま
す
。
総
が
か
り
実
行
委
員
会
が

主
催
す
る
福
岡
県
集
会
は
、
３
月
１４
日
（
日
）
１３
時
よ

り
福
岡
市
博
多
区
の
冷
泉
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
衆
議
院
総
選
挙
の
年
と
し
て
ま
た
東
日
本
大
震

災
１０
年
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
い
ま
だ
に
続

く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
自
公
政

権
が
推
し
進
め
る
新
自
由

主
義
政
策
が
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
・
仕
事
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
対
抗
し
、

立
憲
主
義
・
平
和
主
義
に

基
づ
く
理
念
に
結
集
し
た

こ
の
総
が
か
り
集
会
は
、

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
重
要

性
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、福
岡
県
労
連
は
、

こ
の
１０
月
ま
で
に
は
行
わ

れ
る
総
選
挙
で
勝
利
し
政

治
を
転
換
さ
せ
る
上
で
、

福
岡
で
の
市
民
と
野
党
の

共
闘
実
現
が
大
き
な
カ
ギ

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
総

が
か
り
集
会
実
行
委
員
会

に
結
集
し
培
っ
て
き
た
諸

団
体
と
の
関
係
が
生
き
て

く
る
と
考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
厳
し
い

状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
非

正
規
労
働
者
を
始
め
と
す

る
労
働
者
の
待
遇
改
善

と
、
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
私
た
ち
労
働
組
合
の

団
結
の
力
と
、
市
民
団
体

と
の
共
同
の
力
で
実
現
さ

せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈判決のポイント〉
今回の判決は、引き下げの

理由とされた「デフレ調整」、「ゆ
がみ調整」のうち、「デフレ調整」
について、特異な物価上昇が起
こった平成２０年を起点に物価の
下落を考慮し、生活扶助相当Ｃ
ＰＩという独自の指数を使って
消費者物価指数の下落率よりも
著しく大きい下落率を基に生活
保護基準の引き下げを行った点
において、統計等の客観的な数
値等との合理的関連性や専門的
知見との整合性を欠き、生活保
護法３条、８条２項の規定に違
反し違法であると判断したこと
は、画期的な判決と言えます。

労働組合の団結と
市民団体との共同の力で
政治を変え要求実現を！

福岡県労働組合総連合
事務局長　福山　慶司日

本
郵
政
は

　
　
誠
実
に
回
答
せ
よ

「いのちの砦」生活保護裁判の裁判日報告集会

冷泉公園に集まる参加者

福岡中央郵便局前でのストライキ行動
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原
発
ゼ
ロ
！

３
・
１１
福
岡
集
会

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

原
発
事
故
か
ら
１０
年
と
節

目
と
な
る
３
月
１１
日
、
警

固
公
園
で
原
発
ゼ
ロ
を
訴

え
る
市
民
団
体
に
よ
る
デ

モ
集
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
集
会
に
は
、
原
発
反

対
を
訴
え
る
福
岡
県
内
１6

の
市
民
団
体
が
共
同
で
開

催
し
、
会
場
に
は
約
３
０

０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
会
の
参
加
者
か
ら

は
、「
原
発
事
故
か
ら
１０

年
経
過
し
て
も
政
府
の
考

え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
」

「
す
ぐ
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
え
る
べ
き
だ
」
な

ど
反
対
を
訴
え
る
発
言
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
集
会
を
す

る
こ
と
が
厳
し
い
な
か
、

デ
モ
行
進
も
開
催
し
ま
し

た
。
久
々
に
多
く
の
団
体

が
集
ま
り
原
発
反
対
の
声

が
強
ま
り
ま
し
た
。
デ
モ

の
後
に
は
九
州
電
力
に
対

し
て
玄
海
原
発
や
川
内
原

発
の
停
止
や
廃
炉
を
求
め

る
申
し
入
れ
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

現
在
の
福
島
か
ら
見

た
今
後
の
た
た
か
い

２
０
２
０
年
の
秋
、
菅

政
権
は
、
高
濃
度
の
ト
リ

チ
ウ
ム
な
ど
を
含
む
汚
染

水
を
、
希
釈
し
て
海
洋
放

出
す
る
方
針
を
決
定
し
よ

う
と
し
ま
し
た
。
全
国
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
が

「
断
固
反
対
」
と
総
会
決

議
し
た
の
を
は
じ
め
、
福

福
岡
市
の
２１
年
新
年
度

予
算
に
ア
ス
ベ
ス
ト
ア
ナ

ラ
イ
ザ
ー
︵
約
７
２
０
万

円
︶
が
予
算
化
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
公
共
施
設

を
考
え
る
会
で
粘
り
強
く

要
請
を
行
い
、
学
校
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
で
の
ア
ナ
ラ
イ

ザ
ー
を
使
っ
て
の
現
場
調

査
を
行
っ
た
成
果
で
す
。

次
は
、
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
を

使
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

を
福
岡
市
に
さ
せ
る
こ
と

が
課
題
で
す
。

年
末
か
ら
今
年
に
入
り

最
高
裁
で
国
と
建
材
メ
ー

カ
ー
の
上
告
棄
却
が
続
い

て
い
ま
す
︵
東
京
高
裁
分

︵
東
京
分
︶、
大
阪
高
裁

︵
京
都
分
︶、
大
阪
高
裁

︵
大
阪
分
︶︶。
私
た
ち
の

運
動
の
大
き
な
勝
利
で
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
早
期
解

決
・
基
金
作
り
を
求
め
る

意
見
書
は
、
３
月
福
岡
県

議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
あ
と
未
採
択
は
、
福

岡
市
で
す
。
６
月
議
会
に

向
け
て
と
り
く
ん
で
い
き

ま
す
。（

編
集
委
員
菅
）

選
挙
に
行
き
ま
せ
ん

か
？
　
問
題
は
、
具
体
的

に
誰
か
や
ど
こ
か
を
支
持

す
る
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
政
治
は
、
投
票
率
の

高
い
世
代
に
重
き
を
置
い

た
政
策
を
取
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
特
に
、
１０
代
、

２０
代
、
3０
代
と
い
っ
た
若

い
世
代
が
投
票
率
を
上
げ

な
い
と
、
若
い
世
代
へ
の

政
策
自
体
が
後
回
し
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

「
コ
ロ
ナ
禍
を
の
り
こ

え
、
憲
法
を
活
か
し
　
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
を

実
現
し
よ
う
」
と
国
際
女

性
デ
ー
福
岡
集
会
２
０
２

１
を
３
月
６
日
︵
土
︶
福

岡
市
天
神
ビ
ル
に
て
開

催
、
65
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

集
会
で
は
、
女
性
協
同

法
律
事
務
所
の
山
崎
あ
づ

は
、
憲
法
１3
条
に
明
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
「
す
べ

て
国
民
は
、
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
」
こ
と
で
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
誰

も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
実
現
に
む
け
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
、「
声

を
あ
げ
る
こ
と
、
て
い
ね

い
に
伝
え
る
こ
と
、
自
分

さ
弁
護
士
を

講
師
に
迎
え

「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
社

会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
」

と
題
し
た
講

演
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
と

を
大
切
に
す
る
こ
と
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

団
体
交
流
で
は
、
非
正

規
の
保
育
士
が
こ
ど
も
の

い
の
ち
を
預
か
る
現
状
、

厳
し
い
消
費
税
の
支
払

い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見

え
た
コ
ロ
ナ
過
で
雇
用
不

安
や
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、
自
死

の
増
加
に
つ
い
て
危
惧
す

る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
か
ら
は
母

性
保
護
の
必
要
性
や
女
性

蔑
視
の
発
言
、
夫
婦
別
姓

に
つ
い
て
意
見
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
取
材

も
入
り
、
３
月
８
日
夕
方

の
ニ
ュ
ー
ス
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
県
労
連
小
川
）

国
政
だ
け
で
な
く
、
知
事

選
挙
や
地
方
選
挙
も
全
て

同
じ
で
す
。

投
票
に
行
く
こ
と
が
大

切
で
す
が
、
投
票
し
な
い

自
由
が
あ
る
こ
と
も
ま
た

事
実
で
す
。

と
は
い
え
、
投
票
を
し

な
い
こ
と
で
何
か
が
変
わ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
事
な
１
票
を
、
自

ら
の
意
思
で
投
票
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

（
編
集
委
員
松
尾
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
消
費
税
廃
止
各
界
連
・

大
宣
伝
行
動

日
時
　
４
月
２
日
︵
金
︶

１８
:
００
~

場
所
　
博
多
駅
筑
紫
口

●
第
９２
回
福
岡
中
央
統
一

メ
ー
デ
ー

日
時
　
５
月
１
日
︵
土
︶

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
９
:

４5式
典
　
１０
:
００
~
１１
:
3０

場
所
　
冷
泉
公
園

島
の
漁
協
、
農
協
、
森
林

組
合
が
反
対
し
、
商
工
団

体
や
自
治
体
も
風
評
被
害

へ
の
懸
念
を
表
明
し
ま
し

た
。
方
針
決
定
は
先
送
り

さ
れ
ま
し
た
が
、
福
島
の

復
興
を
妨
げ
る
こ
と
を
意

に
介
し
な
い
菅
政
権
の
冷

酷
さ
が
あ
ら
わ
に
な
り
ま

し
た
。
事
故
被
害
の
全
面

的
な
賠
償
と
暮
ら
し
、
生

業
、
地
域
の
再
建
に
真
摯

に
取
り
組
む
政
治
へ
と
転

換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。事

故
後
、
市
民
が
原
発

反
対
の
声
を
上
げ
、
官
邸

前
か
ら
始
ま
っ
た
抗
議
行

動
も
全
国
に
広
が
り
「
原

発
ゼ
ロ
の
日
本
」
は
、
国

民
の
要
求
と
な
り
ま
し

た
。
国
内
の
原
発
の
約
４

割
が
廃
止
さ
れ
日
本
企
業

の
原
発
輸
出
計
画
も
す
べ

て
失
敗
し
ま
し
た
。

原
発
訴
訟
で
は
、
運
転

差
し
止
め
や
設
置
許
可
取

り
消
し
の
判
決
が
出
さ

れ
、賠
償
請
求
訴
訟
で
は
、

国
と
東
京
電
力
の
責
任
が

明
確
に
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
の
原
発
や
石
炭
火

力
発
電
優
先
か
ら
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
優
先
へ
と
転
換

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。原
発
ゼ
ロ
と
と
も
に
、

石
炭
火
力
の
計
画
的
廃
止

も
必
要
で
す
。
温
暖
化
対

策
と
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的
導

入
が
不
可
欠
で
す
。

（
医
療
団
労
組
田
中
）

アスベストアナライザー
粘り強い運動がみのる

ジェンダー平等の
社会をめざして

原
発
反
対
の

　
声
ひ
ろ
が
る

原
発
事
故
か
ら
１0
年

選
挙
に
い
こ
う
！

天神駅前でデモ行進

アスベストアナライザーを使用した現場調査

女性協同法律事務所山崎あづさ弁護士の講演


